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ガラスに発生する「酸焼け」とは、強酸性成分によってガラス表面が化学的に侵食される現象である。一般的

な水垢やウロコ汚れとは異なり、ガラス表面そのものが変質している状態であり、進行すると通常清掃では改

善が難しくなる。建築用ガラスの主成分は二酸化ケイ素（SiO₂）であり、本来は非常に安定した構造を持つ。

しかし、フッ酸系成分や強酸性洗剤など特定の化学成分と長時間接触することで、Si-O-Si 結合が部分的に破

壊され、表層侵食が発生する。特にフッ酸はガラスそのものを溶解する性質を持つため、誤使用によって深刻

なダメージを引き起こす場合がある。酸焼け初期では肉眼で確認しづらいことも多いが、進行すると白濁・モ

ヤ・透明感低下として視認されるようになる。 

実務上では、浴室ガラス・店舗ガラス・ビルガラス・温泉施設などで酸焼けが発生しているケースが多く見ら

れる。特に水垢除去のために強い酸性洗剤を使用し、そのまま長時間放置した場合、局所的に化学反応が継続

し、表面侵食が進行する。また、酸性成分だけでなく、水分・温度・ミネラル分の組み合わせによって反応速

度が変化するため、湿度が高い環境では進行しやすい傾向がある。温泉施設では硫黄成分や特殊鉱物成分が影

響するケースもあり、通常環境より重度化しやすい。酸焼けは単なる付着汚れではないため、通常清掃や一般

洗剤だけでは改善しない場合が多い。見た目が水垢やウロコと似ているため誤診断されやすいが、実際にはガ

ラス表層の光学特性が変化している状態である。 

酸焼けによって形成された微細な凹凸は、光を乱反射させる原因となる。本来平滑であるべきガラス表面が粗

面化することで、透過光が均一に通過できなくなり、白ボケや曇りとして認識される。ガラス再生研磨では、

この侵食された極表層部分を均一に除去し、光学的平滑性を回復させることを目的とする。ただし、深部まで



侵食している場合は完全回復が難しく、透明感改善に限界が生じるケースもある。また、無理な深研磨は局所

的な屈折率差を生み、『レンズ現象』と呼ばれる景色の歪みを引き起こす可能性がある。そのため再生研磨で

は、単純な除去力だけでなく、研磨圧・回転数・熱管理・光学的バランスの管理が重要となる。酸焼けは進行

するほど再生難易度が高くなるため、初期段階での判断と適切なメンテナンスが非常に重要である。 


